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９月も中頃となり、朝夕の気温が下がり、ようやく過ごしやすくなりました。学校前の

田園風景も、稲刈りが始まると一変し、一気に秋の訪れを感じます。先日、学校前の

田んぼで作業されている地域の方が、新米を持って来てくださいました。実は、昨年も

同様に新米を寄贈いただきました。その後、子どもたちは直接お礼に伺ったり、メッセ

ージを届けたりして、交流が始まりました。給食で、地元「古志」のおいしいお米を、み

んなで感謝し、幸せを感じながら味わわせていただきます。 

さて、２学期が始まり、力強い和太鼓の音が学校中に響いています。９月２３日（土）

に開催する「かきばら祭」に向け、小学部の子どもたちは、「こころをあわせよう！」と

気持ちを一つにして、毎日、練習に励んでいます。 

「かきばら祭」は、今年度、新たに作る学校行事です。地域との連携をさらに進める

ことを目的とし、「ひろめよう」「まなぼう」「かかわろう」の３つのコンセプトを子どもたち

と共通理解して、企画を練ってきました。また、初めて、学校運営協議会と協働した取

組として開催します。学校運営協議会委員の皆さまには、子どもたちが地域の方と一

緒に学んだり、体験したりできる交流ブースを担当していただきます。 

「かきばら祭」が本校の更なる魅力となり、地域や卒業生との繋がりを深める機会

となるよう願っています。 

小学部１年生も和太鼓に初挑戦  小学部児童が作成したチラシ 


